
学生募集要項
2027年度

理学部

○この「学生募集要項」には出願から入学手続完了までのすべての事項を
記載しています。

○総合入試（バランス型）以外の学生募集要項は別ファイルとなっていま
す。

○この学生募集要項は2027年度入試用です。

総合入試（バランス型）
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建　学　の　精　神

教　育　の　理　念

「自然・生命・人間」

　「自然に対する畏敬の念を持ち、生命の尊厳を自覚し、人間の謙虚な心を原点として、かけがえのない自然と人間を守る

ための、豊かな人間性と均衡のとれた知識・技能を育成する」
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　理学部では、「高い倫理観と豊かな人間性をもって、自然と生命の科学で社会に貢献する人材」を育成するため、建
学の精神と教育の理念に共感し、本学で学びたいという熱意と意欲のある、以下のような資質・能力を持つ学生を受
け入れます。また、これらの資質を持つ学生を、適切かつ公正に選抜するために、理学部を構成する各学科（化学科・
生物学科・物理学科・生物分子科学科・情報科学科・生命圏環境科学科）において多面的・総合的な視点による選抜
方法を組み合わせ、多様な入学者選抜を実施します。

1 ．基礎学力と論理的思考・表現力
　理学部で学ぶにふさわしい基礎学力を持っており、情報を適切に読み解き、論理的に考えて表現する基本的な力を
持っている。
２ ．コミュニケーション力
　他者の話を聞いて、自分の考えを伝えることができるコミュニケーション力を有している。
３ ．社会的責任感・倫理観
　ひとを思いやる心があり、社会に貢献したいという熱意を有している。
４ ．興味関心・学修姿勢
　理学に強い興味と関心があり、目的意識をもって能動的に学ぶ姿勢がある。
５ ．国際性・多様性
　異なる文化や多様な価値観を理解する姿勢があり、外国語の修得に積極的である。

◇各学科の求める入学者
化学科：
　化学科は、化学が自然科学の他分野との広範な学際領域で基幹的役割を担っていることから，「堅固な基礎力と豊富
な応用力を持つ人材の育成」を理念にしている。自然科学における化学の重要性を十分理解し、実験を通して新たな発
見や創造を成し遂げる気概を持つ学生を求める。

生物学科：
　生物学科は「生物と生命現象を、分子レベルから地球環境までの広い視野で教育研究すること」を理念にしており、
生物の多様性や様々な生命現象に強い興味を有し、創造性豊かな科学人となる学生を求める。

生物分子科学科：
　生物分子科学科は、生物学・化学・医学の複合領域の発展に貢献するために、生物学と化学を基盤として「生命現
象を化学の言葉で語る」人材を育成することを理念にしている。生命現象を実験や観察を通して分子レベルで理解し
たいという強い意欲を持つ学生を求める。

物理学科：
　物理学科は、「自然界の普遍的な法則を探究し、科学の基盤を支える学問の一つである物理学の研究・学びを通じて、
科学や社会の発展に貢献する」ことを理念としており、物理的思考に基づいて自然の仕組みを深く理解しようとする意
欲を有するとともに、自然に対する畏敬の念を抱いて科学および社会の発展に貢献できる学生を求める。

情報科学科：
　情報科学科は「数理の基礎力と情報処理の応用力を兼ね備えた教育者、高度な情報科学が求められる分野で活躍でき
る技術者の育成」を理念としており、数学や情報科学に強い興味を持ち、学科の学修目標を達成し得る学力を有する
学生を求める。

生命圏環境科学科：
　生命圏環境科学科は、「文理融合の環境科学をもとにして、様々な環境問題の解決に取り組み、持続可能な社会の構
築を目指す」ことを理念としており、専門的知識・技術の習得に励み、思考力・判断力・コミュニケーション能力を
涵養しながら、学科の学修目標を達成しうる学生を求める。

アドミッション・ポリシー（学生の受け入れの方針）
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◇具体的な選抜方法と、資質・能力との関係
　理学部では、一般選抜、総合型選抜、学校推薦型選抜を実施し、多様で特色のある資質を持つ学生の受け入れを目
指しています。各入学試験においては、教科筆記試験、大学入学共通テスト、基礎学力検査、適性検査、調査書をは
じめとする出願書類の内容による評価、面接試験や口頭試問などを組み合わせて、志願者の能力や資質を総合的に評
価します。

　 一般選抜 総合型選抜 学校推薦型選抜
１．基礎学力と論理的思考・表現力 ◎ ◎ ◎
２．コミュニケーション力 ◎ ◎
３．社会的責任感・倫理観 ◎ ◎
４．興味関心・学修姿勢 ◎ ◎
５．国際性・多様性 ○ ◎ ◎

◎…特に重点を置いている、○…重点を置いている	

具体的な選抜方法と、資質・能力との関係【詳細】
【総合型選抜】
総合入試（バランス型）・（主体性重視型）
　総合入試（バランス型）および（主体性重視型）においては、出願要件を満たしている者について出願書類（調査
書、志望理由書、その他の資料）に基づく書類審査を第 １次選考として実施します。第 ２次選考では、第 １次選考合
格者に対して面接試験および基礎学力確認を実施します。これらの試験の結果に基づき、「基礎学力と論理的思考・表
現力」、「コミュニケーション力」、「社会的責任感・倫理観」、「興味関心・学修姿勢」、「国際性・多様性」を総合的に
評価することにより、入学後の学修に対する適性を備えた人材を選抜します。なお、総合入試（主体性重視型）にお
いては、上記 ５つの評価項目の内、「興味関心・学修姿勢」を重視して評価します。
　総合入試（バランス型）は全 6学科で、総合入試（主体性重視型）は化学科を除く 5学科で実施します。
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　理学部では、建学の精神と教育の理念に基づき、「高い倫理観と豊かな人間性をもって、自然と生命の科学で社会に
貢献する人材」を育成するため、以下の方針により各学科の教育課程を編成します。

理学部各学科のカリキュラム・ポリシーは以下のURLよりご確認ください。
https://www.toho-u.ac.jp/sci/edu/curriculum_policy.html

　理学部は、建学の精神と教育の理念のもと、自然と生命の科学を探究する過程を通して、社会に貢献する人材の育成
を教育目標とします。所定の教育課程を修め、以下の能力を身につけた学生に学士（理学）の学位を授与します。

1 ．知識・技能と課題解決力
　理学の専門分野における十分な基礎知識・基本技能を習得し、科学的な思考力と批判力に基づいて、科学技術の諸
課題に主体的に取り組むことができる。
２ ．共生型リーダーシップ
　チーム・仲間と協働する態度を身につけている。目標を達成するために、主体的に行動を起こすこと、および、他
者に行動を促すことの重要性を理解できる。
３ ．社会的責任感・倫理観
　社会における理学の役割と重要性を理解し、修得した知識を統合して社会の発展のために利用することができる。
自身の倫理観と社会規範に従って行動できる。
４ ．科学的探究心・自己研鑽
　根拠に基づいて科学的な推論を行い、結論を導く方法を身につけている。理学に関する課題を科学的に分析・解釈す
る方法を構想することができる。問題解決に必要な知識・技能を明らかにし、不足する知識・技能を自ら獲得するこ
とができる。
５ ．国際性・多様性
　多様性を受け入れて、異なる分野、異なる文化の人々と交流できるコミュニケーションスキルと教養を身につけて
いる。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
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◆募集人員・出願期間・試験日程一覧
試験区分 募集人員 出願期間 試験日 合格発表日 入学手続期限

総合入試
（バランス型）

化学科　　　　　　約 ９名＊

生物学科　　　　　約23名
生物分子科学科　　約22名
物理学科　　　　　約12名
情報科学科　　　　約14名
生命圏環境科学科　約21名

2026年 ９ 月 1 日（火）
～ ９月 9日（水）必着

一次：書類選考
二次： ９月26日（土）

一次： ９月19日（土）
二次：10月 ２ 日（金）
最終合格発表
　　：11月 ２ 日（月）

11月 ９ 日（月）

総合入試
（主体性重視型）

2026年11月 １ 日（日）
～11月１1日（水）必着

一次：書類選考
二次：11月28日（土）

一次：11月21日（土）
二次：12月 ４ 日（金） 12月11日（金）

＊化学科は総合入試（バランス型）のみ実施

◆複数の学科・試験区分への出願について
　・同一試験区分で複数の学科への出願はできません。
　・総合入試（主体性重視型）へ出願する場合、推薦入試への出願はできません。
　・総合入試（主体性重視型）の合格者は一般入試、統一入試、共通テスト利用入試への出願はできません。

◆出願書類提出先
　〒274-8510　千葉県船橋市三山 ２－ ２－ １　東邦大学習志野学事部入試広報課
　出願は郵送（簡易書留）で締切日必着。

◆入試に関する問い合わせ先
　東邦大学習志野学事部入試広報課　電話　047-472-0666　平日 ９：00～17：00　土曜日 ９：00～13：00
　日曜日、祝日および ８月 ７日（金）、 ８月10日（月）は問い合わせの受け付けを行いません。

◆試験場
　東邦大学習志野キャンパス

◆出願書類一覧　　（○印：要提出　△印：該当者のみ提出）

Ｗ ｅ ｂ 志 願 票
（A4で印刷）

志 望 理 由 書
（A4で印刷） 調 査 書 略 歴 書

（A4で印刷）
そ の 他 の
資 料

総 合 入 試
（ バ ラ ン ス 型 ） ○ ○ ○ △ △

総 合 入 試
（ 主 体 性 重 視 型 ） ○ ○ ○ △ △

　出願書類の詳細は、各試験区分のページで確認してください。

理学部入試概要2027
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◆総合入試に関する説明について
　総合入試に関する説明をキャンパス見学会、オープンキャンパス内で他の入試区分の説明と併せて行います。
　参加は必須ではありませんが、選考方法などについて説明しますので、できるだけいずれかに参加してください。

詳細については東邦大学ホームページに掲載します。
https://www.toho-u.ac.jp/sci/info_exam/ao/detail.html

　※イベントの開催方法や日程等が変更になる場合があります。
　　最新情報を「大学公式サイト」で必ず確認の上、ご参加ください。

◆その他制度について
◎スカラシップ（奨学金）制度
　�　スカラシップ（奨学金）制度は、一般入試（A）、一般入試（B）、共通テスト利用入試（前期）、共通テスト利用入
試（前期＋）、共通テスト利用入試（後期）の成績優秀者に対して １年次のみ最高１００万円を給付する制度です。
　�　総合入試（バランス型・主体性重視型）での入学者は、入学後に大学入学共通テストの成績を提出することにより、
スカラシップ（奨学金）の受給審査を受けることができます。
　�　スカラシップ（奨学金）を希望する方は、あらかじめ各自で大学入学共通テストへ出願し、受験することが必要と
なります。大学入学共通テスト出願時に、必ず共通テスト出願サイトマイページ上での成績閲覧について、「希望す
る」と登録してください。大学入学共通テストの検定料および成績閲覧手数料等は本人負担となります。

　申請期間：2027年 ４ 月12日（月）～2027年 ５ 月 ６ 日（木）
　申請場所：東邦大学習志野学事部入試広報課
　審査方法：�提出された成績をもとに、共通テスト利用入試（前期）、共通テスト利用入試（前期＋）、共通テスト利用

入試（後期）の配点方法を用いて審査する。審査は無料。

◎早期卒業制度
　�　生物学科、生物分子科学科、物理学科で実施している制度です。各学科の指定する条件を満たしていれば、 ３年ま
たは ３年半で卒業することができます。また、本学大学院理学研究科には秋季入学制度があるので、 ３年半で卒業後、
直ちに大学院に進学し、研究を始めることができます。

◎入学前教育
　　本学部では、総合入試（バランス型・主体性重視型）第二次選考合格者に対して入学前教育を実施します。
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各学科のページ（理 ９～14ページ）も必ず確認してください。総合入試（バランス型）は、出願資格に入学確約は含まれ
ませんので、他大学への出願を妨げるものではありません。また、総合入試（バランス型）で本学理学部の複数の学科に
出願することはできません。

１ ．実施学科・募集人員
　　　理 ５ページを確認してください。

２ ．出願資格
⑴　出願する学科の教育方針をよく理解し入学を強く希望する者

⑵　次のいずれかの項目を満たしていること
ⅰ）高等学校または中等教育学校後期課程を卒業した者および2027年 ３ 月卒業見込みの者
ⅱ）通常の課程による12年の学校教育を修了した者および2027年 ３ 月修了見込みの者
ⅲ）高等学校または中等教育学校後期課程を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者
　　ａ）外国において、学校教育における12年の課程を修了した者またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者
　　ｂ）�文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了し

た者
　　ｃ）文部科学大臣の指定した者
　　ｄ）文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者
　　ｅ）�その他、相当の年齢に達し、かつ本学において高等学校または中等教育学校後期課程を卒業した者と同等以

上の学力があると認められた者

⑶　各学科が定める以下の条件を満たしていること
化　　学　　科：「化学基礎」、「化学」を履修していること。
生　物　学　科：「生物基礎」を履修しており、さらに、「生物」を履修していることが望ましい。
生物分子科学科：�「生物基礎」または「化学基礎」を履修していること。
物　理　学　科：特になし。
情 報 科 学 科：�「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学A」、「数学B」またはこれらの科目に準じた科目をすべて履修している	

こと、あるいは、実用数学技能検定（数検） ２級以上に合格（ １次、 ２次とも）していること。
　　　　　　　　�なお、高等学校卒業程度認定試験合格者については、実用数学技能検定（数検）２級以上に合格（ １

次、 ２次とも）していることをもって、出願資格を満たすものとする。
生命圏環境科学科：�特になし。

⑷　卒業生・在学生関係者の出願について
　本学(※)卒業生および在学生の血族 ２親等以内に該当し、上記⑴～⑶の出願資格を満たした者は、出願をもって第一
次選考を合格とします。なお出願に際しては、受験生と本学卒業生または在学生との続柄が証明できる書類を別途提
出していただきます。詳細は理 ８ページの「 ４．出願書類と入学検定料」を確認してください。
（※）東邦大学 ５学部および東邦大学大学院 ４研究科のほか、東邦大学医療短期大学・東邦大学佐倉看護専門学校な
ど各学部前身の学校を含む （ただし付属の中高は除く）。

⑸　科学オリンピック・科学コンテストの成績優秀者の出願について
　上記⑶の条件にかかわらず、高等学校または中等教育学校後期課程を卒業した者および2027年 ３ 月卒業見込みの者、
または通常の課程による12年の学校教育を修了した者および2027年 ３ 月修了見込みの者であって、かつ、科学オリン
ピック・科学コンテストの成績優秀者（以下の該当者）は、出願をもって第一次選考を合格とします。

　日本数学オリンピック…予選Ａランクの者およびＢランクの者
　化学グランプリ…一次選考の上位50％の者
　日本生物学オリンピック…予選上位25％の者
　日本情報オリンピック…予選Ａランクの者およびＢランクの者
　全国物理コンテスト「物理チャレンジ」…第 ２チャレンジ進出者
　日本地学オリンピック…予選での正解率が60％以上の者

３ ．出願手続
　⑴　出願期間：2026年 ９ 月 1 日（火）～ ９月 9日（水）まで（締切日必着）
　⑵　出願方法：薬・理・健 ２～ ５ページの「Web出願の流れ」を参照し、出願書類はすべて郵送（簡易書留）してください。

総合入試（バランス型）� 理学部

理－7－



４ ．出願書類と入学検定料 　（○印：要提出　△印：該当者のみ提出）
学　科 Web志願票 志望理由書 調査書 略歴書 その他の資料

＊1　高等学校既卒者のみ

※�本学卒業生・在学生関係者およ
び科学オリンピック・科学コン
テストの成績優秀者も、出願
する学科が定める書類をすべ
て提出してください。

化 学 科 ○ ○ ○ ― △
生　 物　 学　 科 ○ ○ ○ 　 △＊1 △
生物分子科学科 ○ ○ ○ ― △
物　 理　 学　 科 ○ ○ ○ ― △
情 報 科 学 科 ○ ○ ○ ― △
生命圏環境科学科 ○ ○ ○ ― △

　　 １）志　願　票・・・A ４サイズで印刷したWeb志願票
　　 ２）志望理由書・・・本学所定の用紙（A ４サイズで片面印刷）を用いること。
　　 ３）調　査　書・・・学校長が作成し、厳封したもの
　　　　　　　　　　　　・卒業後 ５年が経過した者については、調査書の代わりに卒業証明書を提出してください。
　　　　　　　　　　　　・�生物学科、生物分子科学科、物理学科、情報科学科、生命圏環境科学科の志願者のうち高等

学校卒業程度認定試験合格者は合格成績証明書を提出してください。
　　 ４）略　歴　書・・・本学所定の用紙（A ４サイズで片面印刷）を用いること。
　　　　　　　　　　　　生物学科の志願者のうち高等学校既卒者のみ提出してください。
　　 ５）その他の資料・・・①選考の参考になる資料（様式自由、コピーしたものに限る）があれば添付してください（任意）。
　　　　　　　　　　　　　団体での受賞など、志願者本人の氏名が入っていない資料には必ず氏名を記入してください。
　　　　　　　　　　　　②�本学卒業生および在学生の血族 ２親等以内に該当する者は、本学所定の「卒業生・在学生関係

者の出願について」（A ４サイズで片面印刷）に必要事項を記入の上、卒業生・在学生との続
柄を証明できる公的書類（戸籍謄本等）と併せて提出してください。

　　　　　　　　　　　　③�科学オリンピック・科学コンテストの成績優秀者は、各事務局が発行する成績証明書を添付し
てください（2026年度以前に取得した成績証明書も可）。

　　 ６）入学検定料・・・31,000円　薬・理・健 ２～ ５ページの「Web出願の流れ」に従って支払いを完了してください。
　　※�日本国内の日本語学校、留学生別科、専門学校等に在籍していた、または現在在籍している外国籍の方には、当該機関が発行す

る出席証明書（原本）の提出を求める場合があります。該当する方には出願締切後、出願の際に登録したメールアドレス宛に別
途ご案内します。

５ ．選考方法
　第一次選考　出願書類による選考を行います。　
　第二次選考　第一次選考合格者について面接試験を行います。
　　　　　　　日時：2026年 ９ 月26日（土） 時間については第一次選考結果通知の際にお知らせします。
　　　　　　　場所：東邦大学習志野キャンパス

６ ．合格発表
合格発表日 合格発表方法

第 一 次 選 考 2026年 ９ 月19日（土）
本人宛て通知（合格者のみ）および
インターネットによる合否案内第 二 次 選 考 2026年10月 ２ 日（金）

最終合格発表 2026年11月 ２ 日（月）
　　 １）�インターネットによる合否案内は以下の日程で行います。詳細は薬・理・健 ７ページの「合否案内の利用上の注

意」および薬・理・健 ７～ ８ページの「インターネットによる合否確認の方法」を参照してください。
　　　　第一次選考　　2026年 ９ 月19日（土）  ・  ２0日（日）
　　　　第二次選考　　2026年１０月 ２ 日（金）  ・   ３ 日（土）
　　　　最終合格発表　2026年１１月 ２ 日（月）  ・   ３ 日（火・祝）
　　 ２）学内での掲示による発表は行いません。
　　 ３）学校長には別途、第二次選考の結果を通知します。
　　 ４）合否に関する問い合わせには一切応じられません。

７ ．入学手続
�　�　合格者は、所定の入学手続期限（2026年１１月 ９ 日（月） １５：００）までに、「合格通知書」に同封されている大学所定の振

込用紙を用い、銀行（窓口）振込により納付金のうち入学年度春学期分の合計額および委託徴収金を一括納入し、入学
手続を完了してください（納入期限日の出納印有効）。指定された期限までに振込がない場合は、入学を許可しません。
　※�本学では授業料等の納入に必要な資金について、提携教育ローンを㈱ジャックスと締結しています。問い合わせ方法
については、理15ページを参照してください。

８ ．入学前教育について
　�　総合入試（バランス型）第二次選考合格者に対して入学前教育を実施します。詳細は、「第二次選考結果通知」に同
封します。
　　入学試験を通じて取得した個人情報は、入学前教育の実施に際して、資料送付や連絡等を行う目的で利用します。
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総合入試（バランス型）　化学科について� 理学部

　募集人員および出願資格は理 ５ ページおよび理 ７ ページを参照してください。

　出願書類はパソコン等での作成、手書き（黒ボールペン）のいずれでも可
　　　（本学所定の書式を必ずご使用ください。）

　志望理由書・・・横書き500～1,000字程度

◎総合入試に関する説明について
総合入試に関する説明（詳細は理 ６ページ）を行います。参加は必須ではありませんが、選考方法などについて詳
しく説明しますので、できるだけ参加してください。

◎選考方法について
１ ）第一次選考：書類選考
　�提出されたすべての書類を化学科の複数の教員が公平な基準で審査します。志願者が提出した書類は返却しま	
せんので、必ず各自コピーを取って保管しておいてください。

　　①志望理由書（全員提出）
　　　　�化学科を志望する具体的な理由を記述してください。特に、卒業後の進路（大学院進学・就職）をどのよ

うに考えていて、そのために本学化学科でどのような学習・経験を積みたいと考えているのかを明確に記
述してください。

　　②調査書（全員提出）
　　　　学業成績を評価します。また、教科以外の活動なども評価の対象とします。
　　③その他の資料
　　　　例えば、受賞、高等学校内外での発表、取得資格などがあれば資料（コピー）を提出してください。

２）第二次選考：面接試験
　�「化学基礎・化学」の教科書※の内容に沿った問題および英語の問題を配付します。60分程度で答案を作成して
もらいます。この基礎学力確認の結果については、面接の参考資料とします。その後20～30分程度の面接で、志
望理由や将来構想、高等学校在学中の活動等についての質問を行います。これらを通して、入学後の修学に必要
とされる最低限の基礎知識や考え方が定着しているか、知識・技能を活用する思考力・表現力があるか、主体性
を持ち多様な人々と協働しつつ学習できるか、について総合的に評価します。

　※「化学」については「物質の状態と平衡」「物質の変化と平衡」のみを範囲とします。

理－9－



総合入試（バランス型）　生物学科について� 理学部

　募集人員および出願資格は理 ５ ページおよび理 ７ ページを参照してください。

　出願書類はパソコン等での作成、手書き（黒ボールペン）のいずれでも可
　　　（本学所定の書式を必ずご使用ください。）

　志望理由書・・・横書き1,000字程度
　　　　　　　　　�第一次選考・第二次選考とも最も重視される書類です。必ず以下に指定されたテーマに即して書いてく

ださい。

◎総合入試に関する説明について
総合入試に関する説明（詳細は理 ６ページ）を行います。参加は必須ではありませんが、選考方法などについて詳
しく説明しますので、できるだけ参加してください。

◎選考方法について
１ ）第一次選考：書類選考
　�提出されたすべての書類を公平な基準で審査し、40名前後を合格とします（志願者数により変わることがありま
す）。志願者が提出した書類は返却しませんので、必ず各自コピーを取って保管しておいてください。

　　　　　　
　　①志望理由書（全員提出）
　　　　�あなたが関心を持っている生物学のテーマを挙げ、そのテーマについて考えていることや疑問、本学科で

どのように学びたいかを述べ、本学科を志望した理由を説明してください。
　　②調査書（全員提出）
　　　　学業成績を評価します。また、教科以外の活動なども評価の対象とします。
　　③略歴書（高等学校既卒者のみ）
　　　　高等学校卒業から出願時までの略歴書を提出してください。
　　④その他の資料
　　　　�例えば、理科や英語に関する受賞・高等学校内外での発表・取得資格・ボランティア活動の証明書などが

あれば資料のコピーを提出してください。
　　　　　　
２）第二次選考：面接試験
　�外国語（英語分野）と理科（生物基礎）の基礎学力を判断するための問題を配付します。両教科合わせて60分で
解答してもらいます。基礎学力確認の結果は、面接における参考資料として活用します。その後、受験生一人に
約20分間、複数の教員が面接を行います。面接では、志望理由に対するいろいろな質疑応答を行い、生物学に対
する意欲や関心、適性、経験などについて評価します。基礎学力も含めた面接の結果を総合して合否を判定しま
す。
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総合入試（バランス型）　生物分子科学科について� 理学部

　募集人員および出願資格は理 ５ ページおよび理 ７ ページを参照してください。

　出願書類はパソコン等での作成、手書き（黒ボールペン）のいずれでも可
　　　（本学所定の書式を必ずご使用ください。）

　志望理由書・・・横書き1,000字程度（必ず以下に指定されたテーマに即して書いてください。）

◎総合入試に関する説明について

総合入試に関する説明（詳細は理 ６ページ）を行います。参加は必須ではありませんが、選考方法などについて詳
しく説明しますので、できるだけ参加してください。

◎選考方法について

１ ）第一次選考：書類選考
　�提出されたすべての書類を生物分子科学科の複数の教員が公平な基準で審査します。志願者が提出した書類は返
却しませんので、必ず各自コピーを取って保管しておいてください。

　　①志望理由書（全員提出）
　　　　�以下の（ア）、（イ）のいずれかのテーマについて、最初にどちらのテーマを選択したかを明示した上で、

説明してください。
　　　（ア）�生命科学あるいは物質科学に興味を持つようになった理由を、具体的なエピソードを含めて説明して

ください。また、本学科を志望した理由を述べてください。
　　　（イ）�生物または化学に関係する学習内容のうち、興味深いと思った内容と理由、自身で取り組んだ事柄を

具体的に説明してください。また、本学科を志望した理由を述べてください。
　　②調査書（全員提出）
　　　　学業成績などを評価します。
　　③その他の資料
　　　　�例えば、受賞、高等学校内外での発表、取得資格などがあれば資料（コピー）を提出してください。特に、

実用英語技能検定（TOEFL iBT、IELTS、TEAP、GTEC、ケンブリッジ英語検定でも可）および実用
数学技能検定の資格については、審査の際に考慮します。証明する資料（コピー）を提出してください。

２）第二次選考：面接試験
　�「化学基礎・化学」および「生物基礎・生物」の教科書※の内容に沿った問題を両方配付します。どちらか一方
の問題を選択して、30分～40分程度で答案を作成してもらいます。その後、20分～30分程度の面接で解答に至っ
た思考過程の説明を求めます。また、志望理由、高校在学中の活動などの質問を行い、学業への関心、勉学意欲
を判断します。

　※�「化学」については「物質の状態と平衡」「物質の変化と平衡」のみを、「生物」については「生物の進化（と
系統）」「生命現象と物質」のみを範囲とします。
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総合入試（バランス型）　物理学科について� 理学部

　募集人員および出願資格は理 ５ ページおよび理 ７ ページを参照してください。

　出願書類はパソコン等での作成、手書き（黒ボールペン）のいずれでも可
　　　（本学所定の書式を必ずご使用ください。）

　志望理由書・・・横書き800字以内

　第二次選考課題（発表課題）の取得方法
　第二次選考（面接）におけるレポート課題は、理学部物理学科ホームページ上で公開します。
　〔URL〕　https://www.toho-u.ac.jp/sci/ph/

◎総合入試に関する説明について
総合入試に関する説明（詳細は理 ６ページ）を行います。参加は必須ではありませんが、選考方法などについて詳
しく説明しますので、できるだけ参加してください。

◎選考方法について
１ ）第一次選考：書類選考
　提出されたすべての書類を、物理学科の複数の教員が公平な基準で審査します。
　志願者が提出した書類は返却しませんので、必ず各自コピーを取って保管しておいてください。
　　①志望理由書（全員提出）
　　　　志望理由や将来の抱負などについて、自由に記述してください。
　　②調査書（全員提出）
　　　　基礎学力の判断資料とします。
　　③その他の資料
　　　　受賞、取得資格、高等学校内外での発表・活動の証明書などがあれば資料（コピー）を提出してください。
２）第二次選考：面接試験（約30分）
　　�事前に公開する課題について、Ａ ４サイズの用紙（書式自由）に各問への解答をそれぞれ １～ ２ページにまと
めたレポート（原本 １部、コピー ３部の計 ４部）を、面接当日に持参して提出してください。提出されたレポー
トを参考に面接を行い、基礎学力、論理的な思考力、主体的に学ぶ姿勢などを評価します。
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総合入試（バランス型）　情報科学科について� 理学部

　募集人員および出願資格は理 ５ ページおよび理 ７ ページを参照してください。

　出願書類はパソコン等での作成、手書き（黒ボールペン）のいずれでも可
　　　（本学所定の書式を必ずご使用ください。）

　志望理由書・・・横書き1,000字以内

◎総合入試に関する説明について
総合入試に関する説明（詳細は理 ６ページ）を行います。参加は必須ではありませんが、選考方法などについて詳
しく説明しますので、できるだけ参加してください。

◎選考方法について
１ ）第一次選考：書類選考
　提出されたすべての書類を、情報科学科の複数の教員が公平な基準で審査します。
　志願者が提出した書類は返却しませんので、必ず各自コピーを取って保管しておいてください。
　それぞれの評価基準は次のとおりです。
　　①志望理由書（全員提出）
　　　　�志望する理由や自己アピール、将来の抱負などについて自由に記述してください。理学部の学生の受け	

入れの方針（アドミッション・ポリシー）も参考にしてください。
　　　　�情報科学に対する勉学の意欲があるか、志望の理由が明確かどうかを中心に評価します。
　　②調査書（全員提出）
　　　　�情報科学を学ぶ上での基礎学力が備わっているかを評価します。
　　③その他の資料
　　　　�例えば、受賞、高等学校内外での発表・取得資格などがあれば資料（コピー）を提出してください。
２）第二次選考：面接試験（約40分）
　�受験生一人に約40分間、複数の教員が面接を行います。情報科学をこれから学んでいくには、様々な問題に対し
て論理的に考え結論を導き出し、的確に人に伝えることが必要となります。このような観点から、主に次のよう
な内容の質問をします。

　　①志望理由書について
　　　　�書かれた内容に関連した質問をします。自分の考えたことを筋道たてて説明する力があるかどうかを判	

断します。
　　②外国語（英語分野）について
　　　　�英語の ４技能のうち、特に読む（Reading）と話す（Speaking）について、単文および短い文章により確

認を行います。的確に英文の内容を把握できているか、英語の基礎力が備わっているかを判断します。
　　③数学について
　　　　�数学（数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ）の基礎的な用語や問題の解法に関する質問に口頭で答えてもら

います。論理的に考えられているか、それを正しく人に伝えられるかどうかを判断します。
　　④その他
　　　　�いろいろな質疑応答を通して、情報科学を学んでいく上で必要となる基礎的な能力・適性・意欲・関心・

経験などについて判断します。
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総合入試（バランス型）　生命圏環境科学科について� 理学部

　募集人員および出願資格は理 ５ ページおよび理 ７ ページを参照してください。

　出願書類は本人手書き（黒ボールペン）のこと

　志望理由書・・・横書き1,000字以内

◎総合入試に関する説明について

総合入試に関する説明（詳細は理 ６ページ）を行います。参加は必須ではありませんが、選考方法などについて詳
しく説明しますので、できるだけ参加してください。

◎選考方法について

１ ）第一次選考：書類選考
　�提出されたすべての書類を公平な基準で審査します。志願者の提出物は返却しませんので、必要に応じて各自コ
ピーを取って保管しておいてください。

　①志望理由書（全員提出）
　　　�志望理由の明確さ、本学における勉学意欲を中心に評価します。
　　　�以下の質問事項への答えを含めて、自由に記述してください。
　　　�質問 １：生命圏環境科学科に興味を持ったきっかけは何ですか。
　　　　　　　�また、これまでに本学科や環境科学を理解するために、どのような勉強や経験をしましたか。
　　　�質問 ２：本学科に入学後、どのような大学生活を送りたいですか。
　　　　　　　�学業およびその他について具体的に記述してください。
　　　�質問 ３：本学科を卒業後どのような進路を考えていますか。
　②調査書（全員提出）
　　　基礎学力の判定資料とします。
　③その他の資料
　　　例えば、受賞、高等学校内外での発表、取得資格などがあれば資料（コピー）を提出してください。
２）第二次選考：面接試験（約30分）
　�「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」の ３つの科目のうち、いずれか一つを選択してもらい、その科目に沿っ
た内容について基礎的な質問をし、口頭で答えてもらいます。これによって基礎学力を判断します。また、環境	
問題に関する基礎知識を問う質問と文章やデータの読解力を問う質問に、口頭で答えてもらいます。これに	
よって、論理的に考えられているか、それを正しく人に伝えられるかどうかを判断します。これら口頭試問の例
題については、理学部生命圏環境科学科ホームページ（https://www.toho-u.ac.jp/sci/department/env.html）に
て公開します。面接ではこれらに加えて、環境科学を学んでいくうえで必要な思考力・判断力、主体性について、
志望理由やこれまでの経験等をふまえて質問をします。
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◎入学金、授業料等

項　　　目
入　学　年　度

備　　　　　考春学期分
（入学手続時） 秋学期分

入  　 学     金 250,000円 ― 入学手続時のみ

授  　 業　   料 531,000円 531,000円 年２期に分けて納入

理学教育充実費 160,000円 160,000円 年２期に分けて納入（２年次以降は春学期・秋学期各250,000円）

合　　　計 941,000円 691,000円

◎委託徴収金（入学手続時に一括納入していただきます。）

64,660円
内訳：学生教育研究災害傷害保険料・付帯賠償責任保険料　4,660円
　　　青藍会（父母会）費　20,000円＊1、学生自治会費　30,000円、鶴風会（同窓会）費　10,000円＊2

＊ １ 　 ２ 年次以降、10,000円ずつ徴収します。
＊ ２　在学期間（準会員）および卒業後の終身会費（40,000円）を ４年間で分割し毎年納入していただきます。

◎ ２ 年次以降の納付金は授業料、理学教育充実費、青藍会費および鶴風会費のみです。
　その他の実験・実習費（野外実習費は除く）は一切徴収しません。
◎その他
（ １）　総合入試（バランス型）合格者が入学手続（納付金納入）後、本学理学部の他の入学試験に合格し、その試験区分

での入学を希望する場合は、申し出により納入済みの金額を入学する試験区分の納付金に振り替えることができます。
（ ２）　総合入試（バランス型）合格者が入学手続（納付金納入）後、入学を辞退する場合は、２０２7年 ３ 月３１日（水）１５：００ま

でに申し出た者に限り、入学金を除いた納付金の全額を返還します。上記期限までに申し出のない場合は委託徴収
金のみ返還し、それ以外の納付金は一切返還しません。なお、下記枠内に記載する要件に該当する者については、
入学金についても返還します。

（ ３）　スカラシップ（奨学金）制度
　　　詳細については理 ６ページの「スカラシップ（奨学金）制度」を参照してください。
（ ４）　特待生制度
　　　各学科 ２年、 ３年、 ４年次の学生のうち、前年度の学業成績の上位者を特待生とし、それぞれ当該年度に納めるべ

き授業料のうち、全額または半額を免除します。
（ ５）　奨学金制度（詳細は学事課学生生活担当（電話 047－472－9335）に照会してください）
　　　日本学生支援機構奨学金、東邦大学青藍会（父母会）奨学金、東邦大学理学部鶴風会（同窓会）奨学金、地方自治

体奨学金などがあります。
（ ６）　理学部鶴風会（同窓会）入学時奨学金
　　　本学理学部卒業生の子女・子弟または在学生の兄弟姉妹の者を対象に入学金相当額を給付します。
（ ７）　学費ローン
　　　本学では授業料等の納入に必要な資金について、提携教育ローンを㈱ジャックスと締結しています。
　　　詳細につきましては、㈱ジャックス　コンシュマーデスクまで早めに問い合わせてください。
　　　0120－338－817（フリーダイヤル）（受付時間／10：00～19：00）
　　　※学費ローンを利用された場合でも、各試験区分の手続期限日は厳守となりますのでご注意ください。

2027年度入学試験に伴う「入学金に係る受験生の負担軽減」について
　入学手続後、入学を辞退する場合において、下記⑴および⑵に該当する入学辞退者の方に対し、入学金全額
を返還します。
⑴　次のいずれかに該当する方
　　①児童養護施設等の在籍証明書等を提出できる方※

　　　※�児童養護施設、児童自立支援施設、児童心理治療施設、児童自立生活援助事業（自立援助ホーム）を行う者、里親、小規模住居型
児童養育事業（ファミリーホーム）を行う者に在籍して（養育されて）いる者

　　②高校生等奨学給付金（奨学のための給付金）の支給決定に係る通知を受けた方（給付を受けている方）
　　③�高等教育の修学支援新制度給付型奨学金（第Ⅰ区分／第Ⅱ区分／第Ⅲ区分／第Ⅰ区分（多子世帯）／第

Ⅱ区分（多子世帯）／第Ⅲ区分（多子世帯））の「奨学生採用候補者決定通知」を受けた方
⑵　2027年 ３ 月10日（水）【郵送のみ・消印有効】までに必要書類を提出された方

※本制度の詳細については、以下の本学ホームページ（2026年 ９ 月 １ 日（火）公開予定）をご覧ください。
　https://www.toho-u.ac.jp/info_exam/2027nyugakukin.html

納 　 付 　 金 � 理学部
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